
袖口の刺繍が目印

師
が
８
名
在
籍
し
、
う
ち
３
名
が

「
特
定
看
護
師
」
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。「
特
定
看
護
師
」
は
青
色

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症の予防の
基本は今もワクチンですが、本院に通
院中の患者さんの中には、ご自身の疾
患や治療の影響により、新型コロナワ
クチンを接種しても十分な免疫が得ら
れにくい方がいらっしゃいます。その
ような免疫不全の方を対象に、予防の
ための新型コロナウイルスに対する中
和抗体薬が適応となっています。これ
により半年程度は新型コロナウイルス
に感染しにくくなると考えられます。
具体的に対象となるのは以下の方々に
なりますが、詳しくは主治医にご確認
ください。
　なお、対象となる場合、費用負担は
注射処置料のみです。この中和抗体薬
を注射しても新型コロナウイルスに感
染することはありますので、これまで
どおりの感染対策は必要です。

・抗体産生不全あるいは複合免疫不全
	 を呈する原発性免疫不全症の患者

・B細胞枯渇療法（リツキシマブ等）を受
	 けてから1年以内の患者

・ブルトン型チロシンキナーゼ阻害薬	
	 を投与されている患者

・キメラ抗原受容体T細胞レシピエント

・慢性移植片対宿主病を患っている、又
	 は別の適応症のために免疫抑制薬を
	 服用している造血細胞移植後のレシ
	 ピエント

・積極的な治療を受けている血液悪性
	 腫瘍の患者

・肺移植レシピエント

・固形臓器移植（肺移植以外）を受けて
	 から1年以内の患者

・急性拒絶反応でT細胞又はB細胞枯渇
	 剤による治療を最近受けた固形臓器
	 移植レシピエント

・CD4Tリンパ球細胞数が50cells/μL
	 未満の未治療のHIV患者

　

「
統
合
診
療
棟
」（
令
和
７
年
運
用

開
始
予
定
）の
建
設
工
事
が
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。令
和
４
年
12
月
12
日
に

は
統
合
診
療
棟
の
正
面
玄
関
と
な
る

東
面
の
一
部
を
現
場
で
試
作
し
、外
装

確
認
会
を
実
施
し
ま
し
た
。西
尾
章
治

郎
本
学
総
長
を
始
め
参
加
し
た
病
院

関
係
者
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

統
合
診
療
棟
正
面
は
、特
殊
加
工
木

材
の
軒
天
井
や
金
属
断
熱
パ
ネ
ル
な

ど
で
陰
影
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
水

平
ラ
イ
ン
を
強
調
し
、巨
大
建
物
の
圧

迫
感
を
軽
減
し
た
シ
ン
プ
ル
で
品
格

の
あ
る
外
観
と
な
る
よ
う
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、騒
音
や
工
事
車
両

の
通
行
等
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
増
加
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
看
護
師
の
特
定
行
為
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
行

為
と
は
、「
手
順
書
」
と
い
う
医
師
の
指
示
書
に
基
づ
き
、
医
師
が

行
っ
て
い
る
医
行
為
の
一
部
を
看
護
師
も
実
践
で
き
る
も
の
で
す
。

特
定
行
為
を
実
践
す
る
看
護
師
は
国
の
定
め
る
専
門
的
な
研
修
を

受
講
し
、
高
度
な
知
識
と
実
践
力
を
備
え
、「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

の
最
善
」
を
常
に
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
は
患
者
さ
ん
の
病
気
だ

け
で
な
く
療
養
生
活
の
視
点
も
持

っ
て
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

医
療
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
患
者

さ
ん
の
病
状
の
わ
ず
か
な
変
化
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
ま
す
。
特
定
行
為

を
実
践
す
る
看
護
師
は
、
そ
の
変

化
が
重
大
な
も
の
か
ど
う
か
、
早

く
対
応
し
た
方
が
良
い
か
ど
う
か
、

研
修
で
学
ん
だ
医
学
や
薬
学
の
知

識
を
統
合
し
て
病
状
を
捉
え
判
断

し
ま
す
。　

　

例
え
ば
、
手
術
後
の
患
者
さ
ん

が
発
熱
し
た
場
合
、
通
常
は
医
師

に
病
状
を
報
告
し
て
か
ら
検
査
や

処
置
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

特
定
行
為
を
実
践
す
る
看
護
師
は
、

患
者
さ
ん
の
病
状
を
即
座
に
判
断

し
、
早
い
時
期
に
必
要
な
検
査
や

点
滴
の
投
与
な
ど
の
対
処
を
す
る

と
同
時
に
医
師
に
報
告
し
、
医
師

と
共
に
今
後
の
診
療
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
早
期
に

対
応
す
る
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な

診
療
に
繋
が
り
、
患
者
さ
ん
に
と

っ
て
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
医

療
の
提
供
を
可
能
に
し
ま
す
。
看

護
師
の
特
定
行
為
は
患
者
さ
ん
の

1
日
も
早
い
回
復
と
、
身
体
と
心

の
負
担
を
軽
減
し
た
快
適
な
療
養

生
活
を
支
え
ま
す
。

　

本
院
は
複
雑
な
病
状
の
患
者
さ

ん
が
療
養
さ
れ
て
お
り
、
質
の
高

い
、
安
全
・
確
実
な
特
定
行
為
を

提
供
す
る
た
め
に
「
特
定
看
護
師
」

と
い
う
認
定
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。「
特
定
看
護
師
」
は
、
国
の

定
め
る
研
修
修
了
後
、
医
師
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
半
年
か
ら
１
年

程
度
か
け
て
特
定
行
為
の
経
験
を

積
み
、
委
員
会
の
承
認
を
経
て
病

院
長
か
ら
認
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

本
院
に
は
研
修
を
修
了
し
た
看
護

　

本
院
産
科
・
婦
人
科
は
平
成
30

年
５
月
か
ら
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

ｄ
ａ 

Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）

を
使
用
し
た
子
宮
体
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
、
子
宮
筋
腫
、
良
性
腫
瘍

及
び
骨
盤
臓
器
脱
の
手
術
を
開
始

し
、
計
１
０
０
件
近
く
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
令
和
４
年（
２
０

２
２
年
）は
１
月
に
院
内
設
置
の
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
が
２
台
体
制
と
な
っ
た

の
を
機
に
年
間
の
手
術
件
数
が
44

件
と
、
前
年
の
倍
以
上
に
増
加
し

ま
し
た（
グ
ラ
フ
）。
今
後
、
症
例

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
出

血
量
を
最
小
限
に
抑
え
て
患
者
さ

ん
の
体
の
負
担
を
少
な
く
す
る
さ

ら
な
る
手
術
ス
キ
ル
の
向
上
も
期

　ハートセンターは、心臓に病気を抱え
る患者さんが療養しているため、時に患
者さんの状態が急激に悪化することがあ
ります。これまで医師が到着するまでで
きなかった「橈骨動脈ラインの確保」、
「動脈穿刺と血液ガス分析」、「循環に関連
した薬剤の調整」の特定行為を実践し、
患者さんの状態変化への早期対応と悪化
の予防に取り組んでいます。また不要に
なったカテーテルを早期に抜去し、患者
さんの不快感を除去できる特定行為も実
践しています。

　治りにくい傷を早く治癒させる器具を
用いた治療（陰圧閉鎖療法）の特定行為を
実践しています。患者さんの動きに合わ
せて痛くないよう器具を装着し、弱くな
った皮膚の保護にも配慮しています。患
者さんの療養生活をふまえたケアの工夫
ができるのは、看護師の強みです。傷の
治癒状態や最適な器具の選択について医
師と共に検討することで、「一緒に見ても
らっている安心感がある」と患者さんか
らの言葉をいただき、さらに良いケアの
提供を目指しています。

　人工呼吸器は重要な生命維持装置であ
り、患者さん個々の呼吸状態に応じて細
やかに設定を変更します。通常は医師が
設定を変更しますが、「人工呼吸器の設
定の変更と離脱」という特定行為を活か
し、患者さんの「息がしんどい」という
苦痛に速やかに対応しています。呼吸リ
ハビリ中の身体の動きや呼吸の変化に合
わせて設定を変更し、1日も早い人工呼
吸器からの離脱に向けて医師と協働して
います。

待
で
き
ま
す
。

　

子
宮
の
周
り
に
は
多
く
の
血
管

が
集
ま
っ
て
い
る
分
、
出
血
リ
ス

ク
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
手
術
の

際
は
緻
密
で
高
い
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
従
来
、
執
刀
医
は
内
視

鏡
手
術
を
実
施
す
る
た
め
に
は
補

助
役
の
医
師
と
共
に
長
時
間
立
っ

た
ま
ま
の
姿
勢
で
手
術
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
は
執
刀
医
１

人
で
可
能
に
な
り
、
座
っ
た
状
態

で
４
本
の
ア
ー
ム
を
操
っ
て
手
術

を
進
め
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

操
作
す
る
ア
ー
ム
は
ブ
レ
る
こ

と
が
な
い
た
め
、
執
刀
医
が
終
始

落
ち
着
い
た
状
態
で
手
術
を
継
続

で
き
る
こ
と
が
大
き
な
利
点
で
、

出
血
量
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
手
術
で

は
見
え
に
く
か
っ
た
部
位
の
構
造

が
鮮
明
な
３
Ｄ
画
像
で
分
か
る
た

め
、
よ
り
正
確
な
手
術
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

本
院
産
科
・
婦
人
科
は
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
導
入
前
よ
り
子
宮
体
が
ん
の

手
術
件
数
が
約
９
０
０
件
/
10
年

と
西
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
を
操
作
で
き
る
術
者
と
し
て
５

人
の
専
門
医
が
在
籍
し
て
お
り
、

さ
ら
に
件
数
が
増
え
る
見
込
み
で

す
。
今
後
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る

手
術
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

患
者
さ
ん
へ
の
負
担
の
少
な
い
手

術
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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看
護
師
が
医
行
為
を
行
う
意
義

阪
大
病
院
の「
特
定
看
護
師
」

特定看護師  清原 奈緒 さん

特定看護師  田中 寿江 さん

特定看護師

中西 美貴 さん

2
台
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
活
用
に
つ
い
て

外装確認会を実施しました
統合診療棟の令和７年運用開始予定

現場にて外壁部分の一部を作成

統
合
診
療
棟
正
面（
イ
メ
ー
ジ
） 

患者さん患者さんににベストベストなな
医療医療のの提供提供に取り組む 特定看護師

認定を受けた3人

座った状態でアームを操る執刀医

ロボット支援下
手術件数

阪大病院の
ロゴマークが
できあがりました

　医学部の伝統的なイメージと、高度で安全、快適な医療を実現
する阪大病院の未来的なイメージを掛け合わせたものです。
　大阪大学の伝統的な意匠は“スカイブルーの銀杏”ですが、この
銀杏の葉を翼に見立て、飛躍、羽ばたきを表すとともに、阪大病
院の６つの部門および専門外来・中央診療施設をネットワーク
で繋ぎ、患者さんを支える様子を描いています。
　今後、様々なシチュエーションで、皆さまも目にされることが
あると思います。よろしくお願いいたします！

中和抗体薬の投与対象

1 2023年1月25日 Osaka University Hospital News No.89

住所／〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-15
TEL ／ 06-6879-5111(代表)

（この紙面は再生紙を使っています）禁転載
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参
加
者
全
員
が
車
座
に

な
っ
て
語
り
合
う
様
子

阪大「ワニ博士」
医師の頃

写真左から、西尾大阪大学総長、忽那賢志感染制御部長、岩崎朋之看護部長、
内山昭則集中治療部副部長

　「ウルトラキッズプロジェクト」は、病
気と闘う子どもたちに、ライブ配信で

「ウルトラヒーローショー」等を届ける
取り組みで、舞台は「そらぷちキッズキャ
ンプ（北海道）」。全国30施設のウルトラ
キッズとオンラインで力を合わせ、怪獣
と戦うウルトラマンに「ウルトラチャージ」で応援しました。

っ
た
う
え
で
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

弁
膜
症
に
関
し
て
は
、
大
動
脈

弁
狭
窄
症
に
対
す
る
経
カ
テ
ー
テ

ル
的
大
動
脈
弁
留
置
術（
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｉ
）に
加
え
て
、
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全

症
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で

あ
る
Ｍ
ｉ
ｔ
ｒ
ａ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｐ
（
経
皮

的
僧
帽
弁
ク
リ
ッ
プ
術
）を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す（
写
真
）。
Ｍ
ｉ

ｔ
ｒ
ａ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｐ
は
心
臓
の
拍
動

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
カ
テ
ー
テ

ル
で
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
の
治
療

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
併
存

疾
患
や
重
症
心
不
全
の
た
め
に
、

開
胸
手
術
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
患
者
さ
ん
も
、
安
全
に
効

果
的
に
治
療
が
で
き
ま
す
。
不
整

脈
疾
患
に
関
し
て
は
、
不
整
脈
の

原
因
と
な
る
心
筋
を
カ
テ
ー
テ
ル

で
焼
い
て
根
治
す
る
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
と
、
徐
脈

や
致
死
性
不
整
脈
に
対
し
て
、
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
や
植
込
み
型
除
細
動

器
な
ど
の
植
込
み
型
心
臓
デ
バ
イ

ス
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

Ｉ
Ｔ
技
術
と
医
療
の
融
合
と
い
え

る
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
、
不
整

　サンタやトナカイに扮した
本院の医師・看護師たちが、
チ ャ リ テ ィ ー イ ベ ン ト

「Osaka Great Santa Run 
2022」よりお贈りいただいた
プレゼントを、病院でクリス
マスを迎える子どもたちに笑
顔とともに届けました。

機
器
の
名
前
を
耳
に
さ
れ
た
こ
と

は
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
エ

ク
モ
は
、
肺
の
代
わ
り
に
体
の
外

で
血
液
に
酸
素
を
取
り
入
れ
、
二

酸
化
炭
素
を
取
り
出
す
装
置
で
す
。

効
果
的
な
治
療
薬
が
な
か
っ
た
当

初
、
重
症
患
者
治
療
の
「
最
後
の

砦
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

装
置
を
操
作
す
る
の
が
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
た
臨
床
工
学
技
士

で
す
。

　

エ
ク
モ
だ
け
で
な
く
、
心
臓
手

術
で
使
う
人
工
心
肺
装
置
や
、
透

析
な
ど
に
用
い
る
血
液
浄
化
装
置
、

未
熟
児
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
っ
て
く

れ
る
閉
鎖
式
保
育
器
な
ど
、
扱
う

機
器
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
機
器

の
購
入
、
保
守
・
点
検
、
廃
棄
な

ど
の
管
理
も
担
い
ま
す
。
当
部
が

管
理
す
る
機
器
は
、
補
助
人
工
心

臓
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、
心
臓

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
電
気
メ
ス
な

ど
計
約
５
０
０
０
台
に
及
び
ま
す
。

全
て
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、

一
部
は
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
付
け
て
管
理

断
、
予
後
予
測
、
治
療
に
至
る
ま

で
、
ゲ
ノ
ム
解
析
な
ど
の
先
進
的

な
試
み
も
含
め
て
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
虚
血
性
心
疾
患
に
対
し
て

は
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
画
像
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

冠
動
脈
狭
窄
病
変
の
血
流
低
下
の

程
度
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
な
Ｆ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
検
査
を
導
入

し
、
負
担
な
く
外
来
で
検
査
を
行

　

循
環
器
内
科
は
心
臓
や
血
管
の

疾
患
を
中
心
に
診
療
を
し
て
い
ま

す
。
心
不
全
治
療
に
お
い
て
は
、

心
臓
移
植
実
施
認
定
施
設
で
あ
り
、

軽
症
か
ら
最
重
症
ま
で
全
て
の
心

不
全
患
者
さ
ん
の
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
心
筋
症
は
今
ま
で

多
く
の
症
例
を
経
験
し
、
鑑
別
診

　

「
い
の
ち
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
と
も

呼
ば
れ
る
臨
床
工
学
技
士
34
名
が
、

臨
床
工
学
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
は
、
患
者
さ
ん
の

生
命
維
持
に
必
要
な
装
置
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
機
器
を
扱
う
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
医
師
や
看
護

師
ら
と
と
も
に
本
院
の
チ
ー
ム
医

療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ（
エ
ク

モ
・
体
外
式
膜
型
人
工
肺
）と
い
う

　本院の全診療科、全部門として
大阪大学賞を受賞いたしました。
　引き続き、社会・地域医療に貢
献できるよう努めてまいります。

　第1回目となる今回は猪阪善隆腎臓内科長の「治療がつらい」
という患者の声をどう受け止めるか？という話題提供に続いて、
背景の異なる参加者それぞれの体験談や意見が活発に交わされ
ました。今後もこのようなイベントを通じて医療者と患者さん、
一般の方々でエピソードを共有し、様々な立場から、より良い治
療や療養について考える機会を設けていきます。

脈
の
早
期
発
見
と
治
療
介
入
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
房
細
動

な
ど
、
有
病
率
が
高
い
疾
患
か
ら
、

難
治
性
不
整
脈
疾
患
ま
で
、
幅
広

く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
心
臓
血
管
外
科

と
設
立
し
た
「
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

は
、
内
科
と
外
科
が
一
体
と
な
っ

て
患
者
さ
ん
の
病
状
を
評
価
し
、

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
本
院

の
特
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

24
時
間
体
制
の
救
急
医
療
を
実
施

し
、
緊
急
症
例
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
本

の
循
環
器
診
療
の
最
後
の
砦

と
り
で

と
し

て
の
使
命
感
を
持
ち
、
同
時
に

「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は

何
か
」
を
共
に
考
え
な
が
ら
、
丁

寧
で
誠
実
な
医
療
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

移
植
医
療
に
力
を
入
れ
る
本
院

は
、
補
助
人
工
心
臓
を
使
っ
て
心

臓
移
植
を
待
つ
患
者
さ
ん
も
多
く
、

在
宅
療
養
に
移
行
す
る
患
者
さ
ん

に
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
な
ど
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
も
重
要
な

任
務
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
医
療

機
器
を
導
入
し
た
際
に
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
使
い
方
を
教
え
る
こ
と

も
当
部
の
役
割
で
す
。

　

現
在
、
医
療
機
器
は
専
門
化
・

複
雑
化
が
進
み
、
臨
床
工
学
技
士

は
以
前
に
も
増
し
て
重
要
な
存
在

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
院
の
臨
床
工
学
技
士
は
、
集

中
治
療
部（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）や
総
合
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
高
度
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
手
術
部
、
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ど
の
部
署

で
も
業
務
に
当
た
れ
る
よ
う
育
成

さ
れ
て
い
る
の
が
特
長
で
す
。

　

比
較
的
新
し
い
国
家
資
格
で
あ

る
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
と
接
す
る

機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
職
種
で
す
が
、

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
日
夜
、
院
内
を
駆
け
回
っ
て
い

ま
す
。

メニューの一例
（肝臓病食）

・芋煮
・豚肉の竜田揚げ
・きゅうりの酢の物
・栗ごはん
・ほうじ茶のデザート
　～2層仕立て～

山腰事務部長

のおすすめ御膳秋秋

　今回のおすすめ御膳は、山腰俊昭事務部長が入院中の患者さんに秋を
感じていただけるよう、メニューを熟考し ｢山形の郷土料理 芋煮｣ や ｢栗
ごはん｣ を用意しました。患者さんから「芋煮はテレビで見たことあったけ
ど初めて食べた。美味しかった。」「秋を感じられる食事、食べていて楽し
かった。」「心遣いの食事、嬉しいです。抗がん剤治療が始まりましたが、
元気が出ました。」「大規模な病院でこのような食事が出て大変感銘を受け
た。食事に添えられたカードを記念に持って帰ります。」など、たくさんの
ご感想をいただきました。入院中の食事が患者さんの笑顔に繋がるよう、
また治療の一助となるよう、今後も取り組んでまいります。

全院的なCOVID-19診療
体制の構築と継続、及び、
地域医療への貢献

業績名
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臨
床
工
学
部

循
環
器
診
療
の「
最
後
の
砦
」
に

命を守るエンジニア集団
ECMOなど医療機器扱う

循
環
器
内
科

令和4年度 大阪大学賞を受賞

阪大ワニカフェ 面白い巨塔│編 を開催

小児医療小児医療
センターからセンターからウルトラマンウルトラマンをを応援！応援！

小児医療センターで小児医療センターでサンタ回診サンタ回診

大阪大学発！地域の皆さまとの対話イベント大阪大学発！地域の皆さまとの対話イベント

24
時
間
体
制
の
救
急
医
療
も
実
施


